
● 令和4年度　沖縄県産業安全衛生大会
● 令和4年度　地区労働衛生大会（宮古・八重山地区）
● 支部通信（宮古、八重山支部）
● 免許試験沖縄会場（2回目）受験申請書の受付について
● 沖縄労働局から

①長時間労働が疑われる事業場に対する令和3年度の監督指導結果
②過労死等防止啓発月間、過重労働解消キャンペーン、「しわ寄せ」防止キャン

ペーン月間
③令和4年労働災害・死亡災害発生状況（9月末現在）

● 安全衛生サポート事業〈個別支援〉（中災防）
● 講習会のご案内（令和4年12月分）
● 職長教育が必要となる業種が拡大されます
● 新規加入事業場のご紹介（令和4年9月16日～10月15日）

主
な
内
容

アザハタ
サンゴ礁域の深みに生息する。体色は網目模様に、小さ
な斑点が分布する。水深２４ｍのサンゴの岩場に２匹仲良
く住みついていた。

（撮影地　慶良間諸島　阿嘉島、撮影者・写真提供者：
松野　豊氏）
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令和 4年度沖縄県産業安全衛生大会が、10月13日（木）宜野湾市
のラグナガーデンホテルにおいて、沖縄県内の労働災害防止団体等（9
団体）による共催、沖縄労働局、沖縄県、宜野湾市及び中央労働災害防
止協会の後援で、3年ぶりに参加者が参集して開催されました。
労働災害で亡くなられた方々等に黙祷を捧げた後、主催者を代表して
古波津昇大会長（沖縄県労働基準協会会長）の大会長挨拶で開会しま
した。古波津大会長は、「新型コロナウイルス感染症、少子高齢化社会、
人手不足、円安、エネルギーや資源の高騰等、社会情勢は厳しいものが
ありますが、いかなる状況下でも働く人の命と健康の確保は何よりも大
切なものであります。各事業場におかれましては、社会情勢の変化等に
対応し、安全で健康に働くことが持続可能な職場の実現に向け、労使一
体となって、安全衛生活動をより一層充実されますようお願いします。」
旨挨拶されました。

引き続き、来賓の西川昌登沖縄労働局長から祝辞が述べられました。西川
沖縄労働局長からは、「職場における安全対策と健康確保対策は、車の両輪
です。作業を行う皆様が健康でなければ、事故発生のリスクが高くなります。
また、働く皆様の安全と健康の確保は、人材確保が厳しい状況が続く中で、
益々重要性を増し、安定的な事業運営にも不可欠なものです。本日の大会を
通して、あらためて安全衛生意識の高揚を図り、自主的な安全衛生活動に取
り組んでいただくよう重ねてお願い申し上げます。」旨挨拶をいただきました。

また、公務のためご来席できなかった玉城デニー沖縄県知事からの祝電も紹介されました。
その後、沖縄労働局長賞及び沖縄県労働基準協会長賞の表彰式が行われ、受賞者に対し賞状が授与されました。
第2部では、沖縄コカ・コーラボトリング㈱の新垣勇氏（執行役員人事総務部長）より

「労働安全の取組み」と題して事例発表がありました。
特別講演では、フリーアナウンサーの土方
淨氏（（資）淨代表社員、（株）沖縄スポーツマ
ネジメント所属）による「沖縄スポーツの歴史
的瞬間～時代を変えた出来事とは～」と題して、躍進する県内スポーツ界の時
代を変えた出来事を解説する講演があり、参加者は県内スポーツ界の歴史的
瞬間の足跡をたどりながら感動を新たにしていました。

大会宣言は、沖縄産業保健総合支援センターの玉那覇勝
副所長が読み上げ、「安全・健康職場」を目指す宣言が満場
の拍手をもって採択されました。引き続き、指差唱和を沖縄県
労働基準協会八重山支部安全衛生部会の先導により、参加
者全員でスローガンを読み上げました。最後に、建設業労働災
害防止協会沖縄県支部の新里英正副支部長の閉会挨拶を
もって、成功裡に閉会しました。

3年ぶりの参集しての開催に250名が参加！3年ぶりの参集しての開催に250名が参加！

沖縄県産業安全衛生大会沖縄県産業安全衛生大会沖縄県産業安全衛生大会

大会長挨拶をする古波津昇大会長

大会全景

事例発表

参加者全員で指差唱和

特別講演

祝辞を述べる西川昌登沖縄労働局長

令和4年度令和4年度
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安全衛生表彰受賞者令和4年度 

一般社団法人沖縄県労働基準協会長賞

沖縄労働局長賞

【奨励賞】
琉栄開発株式会社   （健康確保）
【功績賞】

【安全衛生推進賞】

松島　寛行

満名　　務

山川　雅郁

島袋　　修
仲宗根 宏幸
伊保　　準

【優良賞】
フジテック株式会社  沖縄支店 （安全確保）

【優良賞】
株式会社　やまき
株式会社　丸政工務店
株式会社　のうけん
株式会社　大米建設
石垣島ドリーム観光　株式会社　

【優良賞】
大城　安克
澤岻　尚彦
渡久地 政彦
伊良部 幸男
岩川　光秀

金秀建設（株）　建 設 本 部　土木工事部　担当次長
（株）開邦工業　施設管理部　部長
北部港運（株）　専務取締役
（有）吉田産業　取締役専務
（株）三光電設　外線部課長

（三共電気工事（株）代表取締役会長）

（（株）佐久本工機販売リース事業部 サービスセンター工場長）

建設業労働災害防止協会沖縄県支部 安全指導者（（株）東開発 取締役常務）

（公社）建設荷役車両安全技術協会沖縄県支部　高所作業車運転技能講習講師

港湾貨物運送事業労働災害防止協会沖縄総支部長兼理事（（株）第一港運 代表取締役社長）
建設業労働災害防止協会沖縄県支部　安全指導者（(有)仲宗根土建 代表取締役）
建設業労働災害防止協会沖縄県支部　安全指導者（（株）富士建設 建築部長）

建設業労働災害防止協会沖縄県支部 副支部長　（一社）沖縄県電気管工事業協会 会長

　沖縄県内における令和３年の労働災害による休業４日以上の死傷者数は、新型コロナウイルス感染
症による増加もあり、昭和47年以降で最多の1，611人となりました。
　さらに、今年においても死傷者数は、前年同期より増加しており、憂慮すべき事態となっています。
　一方、県内の職場における令和３年の定期健康診断結果の有所見率は70.4％で、11年連続で全国
最下位となっています。
　また、仕事や職業生活に関する強い不安や悩み又はストレスを感じる労働者は、依然として半数を
超えている状況です。
　このような状況を踏まえ、私たちは各事業場の実態に即した感染予防対策を徹底し、労働災害防止
のための基本ルールの遵守・実行や健康確保対策の推進など、安全衛生管理活動を積極的に展開し
ていかなければなりません。
　事業者及び労働者が連携・協力し、安全衛生管理活動の一層の促進を図り、労使一体となって「安
全・健康職場」を目指すことをここに宣言します。

　　　令和４年10月13日
沖縄県産業安全衛生大会

大 会 宣 言
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宮古地区宮古地区

八重山地区八重山地区

令和4年度令和4年度 地区労働衛生大会（宮古・八重山地区）地区労働衛生大会（宮古・八重山地区）地区労働衛生大会（宮古・八重山地区）

　9月27日 ( 火 )、JAおきなわ宮古地区本部大ホールにて令和 4年度宮古地区労働衛生大会を3 年ぶりに開催し、43
事業所 70 名の参加がありました。
　参加者全員で黙とうを捧げたあと、陸災防沖縄県支部宮古分会の砂川分会長の挨拶で開
会し、続いて、共催者代表挨拶の上里宮古支部長からは『病気にならない、させないというこ
とは家族の思いであり、働く仲間の思い。健診結果の活用と同時に生活習慣の見直しを図ると
ともに健康で働き続ける環境づくりに取り組んでほしい』との呼びかけがありました。

　津田太郎宮古労働基準監督署長からは、『沖縄県の定期健康診断結果の有所見率は11年
連続で全国ワーストであり、宮古地区は県平均よりも高く、非常に憂慮すべき状況である。「健
康長寿沖縄」の復活の鍵は働き盛り世代の健康改善にあると言われており、職場でしっかり心
と体の健康確保対策を進め、安心して健康に働ける職場づくりをしていただきたい』旨の来賓
挨拶がありました。佐喜真宮古監督署安全衛生課長からは、労働衛生週間の趣旨、職場におけ
る定期健康診断所見率及び石綿則の法改正についての説明がありました。

　特別講演では、沖縄産業保健総合支援センターのメンタルヘルス対策促進員の西里えり奈氏による『職場のメンタルヘ
ルス対策』と題した講演が行われました。
　大会宣言は、港災防沖縄総支部宮古支部の砂川副支部長より読み上
げられ、健康確保対策と職場環境改善を進め安心して健康に働ける職
場を築いていくことを宣言し採択されました。指差唱和は、宮古支部安
全衛生部会の砂川部会長がスローガンを読み上げて参加者全員で指差
唱和を行ない、最後に、建災防沖縄県支部宮古分会の平良分会長が閉
会挨拶で「みんなで心身ともに健康で働ける更なる取り組みを行ってい
きましょう。」と呼び掛け閉会しました。

　９月21日（水）、石垣市市民会館中ホールにて令和４年度八重山地区労働衛生大会を開催し、65 名が参加しました。
　八重山地域産業保健センターの上原代表の開会挨拶の後、八重山支部安全衛生部会
員を代表に、参加者全員で指差唱和を行いました。

　共催者を代表して宮良八重山支部長が「全ての方が健
康で安心して働ける快適職場が重要である。」旨挨拶しま
した。
　上原周八重山労働基準監督署長、中山義隆八重山市町村会長及び曽根敦沖縄県八重
山事務所所長から来賓挨拶があり、上原八重山監督署長からは、「人手不足等を背景とし
て、様々な産業で健康障害や生活習慣病などの基礎疾患が

悪化することが懸念される。沖縄県の職場の定期健康診断の結果は、異常所見の割合が悪
化し11年連続して全国ワーストとなっており、生活習慣病との関連の異常所見が高い。労災
請求があった脳・心臓疾患事案は減少に転じているが精神障害事案は増加しており、長時
間労働の是正と同時に働き甲斐の形成も重要な課題であり、働き甲斐がメンタルの予防に
繋がる。各職場では、日常の衛生管理活動の総点検を行うなど、皆が心身とも健康に働ける
職場作りに取り組んでいただきたい。」旨の来賓挨拶がありました。また、田村八重山監督署監督官からは、全国労働衛生
週間の取組み、熱中症予防対策及び健康診断事後措置等についての説明がありました。
　特別講演では、石垣市消防本部の松田幸弘救急救命士が「労働衛生について」と題して行われ、「作業環境を共有し緊
急度の判断として顔色や呼吸を把握、心肺停止の危険な状態にさせないことが大切である」との話しがありました。
　大会宣言は、港災防沖縄総支部八重山支部の小禄支部長により読み上げられ、参加者全員の総意により採択されました。
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２  受験申請書の受付期間 令和4年11月21日（月）～12月2日（金）必着
受付時間　9：00～12：00、13：00～16：00　※土・日・祝日、除く

主催　公益財団法人　安全衛生技術試験協会　九州安全衛生技術センター　　協力　一般社団法人　沖縄県労働基準協会

免許試験（沖縄地区出張特別試験）令和
４年度

※①　学科試験手数料・・・6,800 円（事前に金融機関で払い込んでください）
　②　受験者数の定員は、設けない予定です。
　③　受験申請書は、沖縄県労働基準協会各支部で配布しております。

１  沖縄会場第 2回目 試験日　令和 5年2月5日（日）
試験場　琉球大学　共通教育棟　他（西原町字千原1）

　八重山支部では、10月1日（土）に、労働衛生週間に合わ
せて八重山支部安全衛生部会員を中心に「緑地公園クリーン
アップ」を行い、約30名が参加しました。
　宮良支部長の「本日から1週間の全国衛生週間では働く人
の健康保持増進と健康管理に取り組んで欲しい。」との挨
拶、上原八重山監督署長からの「熱中症に注意し無理をしな
いようゴミ拾いで汗をかき健康増進に取り組んで欲しい。」旨の挨拶の後、緑地公園の清掃活動を行いました。

　八重山支部安全衛生部会は、10月5日（水）に全国労働衛生週間
の取り組みの一環として、八重山労働基準監督署と合同で市内事業
場のパトロールを実施しました。
　出発式では、宮良支部長からは「異業種のいいところも見つけて、
職場に持ち帰り参考にして欲しい。」、また、上原八重山監督署長からは「労働災害として
転倒、腰痛災害が多いため、通路等の作業環境を点検していただきたい」旨の話しがあり
ました。
　合同パトロールは、石垣島製糖（株）に対して行い、職場の安全衛生管理体制、職員の
健康管理状況、化学物質等の管理状況や作業環境等を点検しました。

　宮古支部では、10月1日（土）に、全国労働衛生週間のPR活動の一環として、職場の
健康づくりのための第7回ビーチクリーン
アップを行い、130人が参加しました。
　上里宮古支部長の『コロナ禍で活動が数
年間自粛されていたが、職場の仲間と身体
を動かして爽快な気分になりましょう。』と
の開会挨拶と津田宮古監督署長からの
『ビーチクリーンをすることで宮古島の海がきれいになる。適度な運動になり体の健康、奉仕活動は心の健康にもつなが
る。』との挨拶の後、参加者全員でビーチや周辺道路沿いに落ちたごみを拾い、1時間ほど作業に汗を流しました。

緑地公園クリーンアップ

合同事業所パトロール

第7回ビーチクリーンアップ

八重山支部
通信

宮古支部
通信

沖縄会場第 2回目 受験申請書の受付受験申請書の受付について
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沖縄労働局から

長時間労働が疑われる事業場に対する令和3年度の監督指導結果を公表します

添付資料及び詳細については、沖縄労働局のホームページをご参照ください。

【令和3年４月から令和4年３月までの監督指導結果のポイント】

① 違法な時間外労働があったもの： 82 事業場 （32.0％）

② 賃金不払残業があったもの：     24 事業場（  9.4％）
③ 過重労働による健康障害防止措置が未実施のもの： 48 事業場（18.8％）

① 過重労働による健康障害防止措置が
　 不十分なため改善を指導したもの：    86 事業場（33.6％）
② 労働時間の把握が不適正なため指導したもの：  26 事業場（10.2％）

⑴ 監督指導の実施事業場：    256 事業場
⑵ 主な違反内容［(1)のうち、法令違反があり、是正勧告書を交付した事業場］

⑶ 主な健康障害防止に関する指導の状況［(1)のうち、健康障害防止のため指導票を交付した事業場］

うち、時間外・休日労働の実績が最も長い労働者の時間数が
　　　月  80 時間を超えるもの：   29 事業場（35.4％）
うち、月100 時間を超えるもの：   23 事業場（28.0％）
うち、月150 時間を超えるもの：     8 事業場（ 9.8％）
うち、月200 時間を超えるもの：     3 事業場（ 3.7％）

～256事業場のうち82事業場（32.0％）で違法な時間外労働を確認～
令和4年９月30日 沖縄労働局発表

　沖縄労働局では、令和3年度に、長時間労働が疑われる256事業場に対して労働基準監督署が実施した監督
指導の結果を取りまとめましたので公表します。
　この監督指導は、各種情報から時間外・休日労働時間数が１か月当たり80時間を超えていると考えられる事
業場や、長時間にわたる過重な労働による過労死等に係る労災請求が行われた事業場を対象としています。
　沖縄労働局では、今後も長時間労働の是正に向けた取組みを積極的に行うとともに、11 月の「過重労働解
消キャンペーン」期間中に重点的な監督指導を行います。

大企業・親事業者による
長時間労働の削減等の取組が、
下請等中小事業者に対する
適正なコスト負担を伴わない短納期発注、
急な仕様変更などの「しわ寄せ」を
生じさせている場合があります。
大企業等と下請等中小事業者は共存共栄！
適正なコスト負担を伴わない
短納期発注や急な仕様変更などはやめましょう！

11月は
「しわ寄せ」防止
キャンペーン
月間です。

厚生労働省 都道府県労働局 労働基準監督署

しわ寄せ防止
特設サイト
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しわ寄せ防止特設サイト
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年・署別・局計等
業　　種

製 造 業

食 料 品 製 造 業

鉱 業

建 設 業

土 木 工 事 業

建 築 工 事 業

交 通 運 輸 事 業

陸 上 貨 物 運 送 事 業

港 湾 荷 役 業

林 業

農 業、 畜 産・ 水 産 業

第三次産業（運輸を除く）

商 業

小 売 業

接 客 娯 楽 業

旅 館・ ホ テ ル

飲 食 店

保 健 衛 生 業

社 会 福 祉 施 設

ビルメンテナンス業

そ の 他 の 産 業

全 産 業

年・署別・局計等
業　　種

令和4年(9月末累計) 令和3年(9月末累計) 局計対令和3年比較

製 造 業

食 料 品 製 造 業

鉱 業

建 設 業

土 木 工 事 業

建 築 工 事 業

交 通 運 輸 事 業

陸 上 貨 物 運 送 事 業

港 湾 荷 役 業

林 業

農 業、 畜 産・ 水 産 業

第三次産業（運輸を除く）

商 業

接 客 娯 楽 業

保 健 衛 生 業

ビルメンテナンス業

そ の 他 の 産 業

全 産 業

沖縄労働局
令和4年 業種別署別労働災害発生状況（9月末累計）

（注）1.　労働者死傷病報告により作成したもの。
2.　被災者数の枠の左側（  ）は死亡者数で内数。
3.　｢▽｣は減少を示す。

沖縄労働局令和４年 死亡災害発生状況（9月末現在）
（規模別）

1 那　覇 その他の乗物 その他の事業 ３月中旬 60歳台以上 10～29 乗務していた飛行機が墜落したもの。交通事故（その他）
※労働者死傷病報告による。統計情報は今後の調査により修正される場合があります。

番号 所轄署 事故の型 起因物 業種別 発生時期 年齢 労働者数 発生状況

 4. 　交通運輸事業は、鉄道・軌道・水運・航空業、道路旅客運送業を示す。
 5.　 陸上貨物運送事業は、道路貨物運送業、その他の運輸交通業及び港湾荷役業を除く貨物取扱業を示す。
 6. 　その他の業種は、金融広告業、映画・演劇業、通信業、教育研究、清掃・と畜（ﾋﾞﾙﾒﾝ除く）、官公署、その他の事業を示す。

増減数（人） 増減率（％）那覇 沖縄 名護 宮古 八重山 局計 那覇 沖縄 名護 宮古 八重山 局計

22
▽ 8
0
29
5
23
6

▽ 9
1
0
10
884
▽ 6
▽ 7
▽ 17
▽ 6
▽ 4
886
484
8
13

943

(1)

(4)
(2)
(2)

(1)

(3)

(1)
(1)

(2)

(9)

86
0

137
22
97
16
65
5
0
8

648
156
108
99
39
41
253
167
38

(1)

130

1,952 1,009 93.5(1)

102(1)

▽ 9.3
-

21.2
22.7
23.7
37.5

▽ 13.8
20.0

-
125.0
136.4
▽ 3.8
▽ 6.5
▽ 17.2
▽ 15.4
▽ 9.8
350.2
289.8
21.1

16.9

12.7

78
0

166
27
120
22
56
6
0
18

1,532
150
101
82
33
37

1,139
651
46

152

115

5
2

5

4
1
3

3
28
7
7
9
5
3
9
7

3

45

8
6

21
5
10

1
1

2
64
12
11
20
8
7
20
14
7
5

97

73
49

61
11
43
10
51
4

1
306
91
52
28
14
12
120
71
24
43

506

9
5

7
2
4
1

2

1
55
7
7
10
6
3
34
18

4

75

13
8

19
3
12

2

7
231
4
3
7
4
2

212
160
3
5

272

61
38

77
15
58
19
40

7
752
79
44
35
11
16
557
251
28
53

956

27 22 7

56 7 45 5
4 3 4 2
43 3 38 2
2 4 1
15 1 9 1

2

2 1 2
453 41 212 38
58 2 43 3
45 2 35 3
26 4 34 8
10 2 10 2
14 2 16 3
311 25 80 24
217 5 51 24
13 2 7

65 4 36 8

593 56 308 53

45 8 48 3

(1) (1) (2)
(1) (1)

(2)

(1)

(1) (2) (1)

(1)
(1)

(1)

(1) (0) (0) (0) (0) (4) (1) (1) (1) (2)

(1) (1) (1)

沖縄労働局から

長時間労働が疑われる事業場に対する令和3年度の監督指導結果を公表します

添付資料及び詳細については、沖縄労働局のホームページをご参照ください。

【令和3年４月から令和4年３月までの監督指導結果のポイント】

① 違法な時間外労働があったもの： 82 事業場 （32.0％）

② 賃金不払残業があったもの：     24 事業場（  9.4％）
③ 過重労働による健康障害防止措置が未実施のもの： 48 事業場（18.8％）

① 過重労働による健康障害防止措置が
　 不十分なため改善を指導したもの：    86 事業場（33.6％）
② 労働時間の把握が不適正なため指導したもの：  26 事業場（10.2％）

⑴ 監督指導の実施事業場：    256 事業場
⑵ 主な違反内容［(1)のうち、法令違反があり、是正勧告書を交付した事業場］

⑶ 主な健康障害防止に関する指導の状況［(1)のうち、健康障害防止のため指導票を交付した事業場］

うち、時間外・休日労働の実績が最も長い労働者の時間数が
　　　月  80 時間を超えるもの：   29 事業場（35.4％）
うち、月100 時間を超えるもの：   23 事業場（28.0％）
うち、月150 時間を超えるもの：     8 事業場（ 9.8％）
うち、月200 時間を超えるもの：     3 事業場（ 3.7％）

～256事業場のうち82事業場（32.0％）で違法な時間外労働を確認～
令和4年９月30日 沖縄労働局発表

　沖縄労働局では、令和3年度に、長時間労働が疑われる256事業場に対して労働基準監督署が実施した監督
指導の結果を取りまとめましたので公表します。
　この監督指導は、各種情報から時間外・休日労働時間数が１か月当たり80時間を超えていると考えられる事
業場や、長時間にわたる過重な労働による過労死等に係る労災請求が行われた事業場を対象としています。
　沖縄労働局では、今後も長時間労働の是正に向けた取組みを積極的に行うとともに、11 月の「過重労働解
消キャンペーン」期間中に重点的な監督指導を行います。

大企業・親事業者による
長時間労働の削減等の取組が、
下請等中小事業者に対する
適正なコスト負担を伴わない短納期発注、
急な仕様変更などの「しわ寄せ」を
生じさせている場合があります。
大企業等と下請等中小事業者は共存共栄！
適正なコスト負担を伴わない
短納期発注や急な仕様変更などはやめましょう！

11月は
「しわ寄せ」防止
キャンペーン
月間です。

厚生労働省 都道府県労働局 労働基準監督署

しわ寄せ防止
特設サイト
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めんそ～れ
沖縄県

労働基準協会へ

項　目 講習名 実施日・実施会場 受講料等（テキスト代他全て込み）

事 業 部
（ 教 習 セ ン タ ー）
（098）979-7897

979-9975

那　 覇　 支　 部
（098）868-2831

869-1714

中　 部　 支　 部
（098）937-0162

937-0163

フォークリフト運転技能講習
12/5（月）～9（金）　

 うるマルシェ２階（うるま市前原）
 教習センター（うるま市州崎）

47,150 円

酸素欠乏・硫化水素危険
作業主任者技能講習

 12/6（火）～7（水）
 A班12/8（木）、B班9（金）
うるマルシェ２階（うるま市前原）

17,010 円

玉掛け技能講習
 12/12（月）～13（火）

　　うるマルシェ２階（うるま市前原）
 A班12/14（水）、B班15（木）

　　教習センター（うるま市州崎）　

免除有　　 26,030 円
免除無　　 28,230 円

玉掛け技能講習（臨時）
 12/12（月）～13（火）

　　浦添・宜野湾漁業協同組合１階（浦添市牧港）
 12/16（金）

　　教習センター（うるま市州崎）

免除有　　 26,030 円
免除無　　 28,230 円

職長・安全衛生責任者教育 12/21（水）～22（木）
　　うるマルシェ２階（うるま市前原）

会　員　　 16,350 円
非会員　　 21,850 円

アーク溶接特別教育
12/15（木）～18（日）

 うるマルシェ２階（うるま市前原）
 美里工業高校機械科溶接実習室（沖縄市泡瀬）

会　員　　 15,910 円
非会員　　 19,210 円

ロープ高所作業に係る
特別教育

12/20（火）
 うるマルシェ２階（うるま市前原）
 教習センター（うるま市州崎）

会　員　　 12,995 円
非会員　　 16,295 円

フルハーネス型墜落
制止用器具特別教育

12/19（月）
 うるマルシェ２階（うるま市前原）
 教習センター（うるま市州崎）

会　員　　　9,090 円
非会員　　 12,390 円

特定化学物質・四アルキル
鉛等作業主任者技能講習（臨時）

12/21（水）～22（木）
　　沖縄産業支援センター1階大ホール（ 那覇市小禄） 13,380 円

北 部 支 部
（0980）54-4700

52-7004

玉掛け技能講習
 12/19（月）～20（火）

　　北部会館3階（名護市宇茂佐の森）　　
 A班12/21（水）、B班22（木）

　　ネオパークオキナワ駐車場（名護市名護）

免除有　　 26,030 円
免除無　　 28,230 円

特定化学物質・四アルキル
鉛等作業主任者技能講習

12/13（火）～14（水）
　　北部会館３階（名護市宇茂佐の森） 13,380 円

宮 古 支 部
（0980）73-1455

73-6511
ガス溶接技能講習

12/3（土）～4（日）
 宮古工業高校　視聴覚室
 宮古工業高校　溶接実習室

12,280 円

八 重 山 支 部
（0980）88-5355

88-5360

小型移動式クレーン運転
技能講習

12/14（水）～16（金）
 ㈱紫電舎（2階会議室）
 石垣港南ぬ浜町ふ頭用地

二科目免除　24,105 円
一科目免除　26,305 円

免除無　28,505 円

各講習の日程表・受講申請書が必要な方・定員の確認は、各支部へお問い合わせください。
・受講予約者が定員に達している場合には、キャンセル待ちとなりますので、ご了承ください。

『職長教育』が必要となる業種が拡大されます！『職長教育』が必要となる業種が拡大されます！

※　「職長教育」の対象業種は、①建設業、②製造業（ただし、たばこ製造業、繊維工業、衣服その他の繊維製品製造業と紙加工品製造業は除く）、③電気業、
④ガス業、⑤自動車整備業、⑥機械修理業となります（安衛法施行令第 19条）。

• 食料品製造業
　※　食料品製造業のうち、うま味調味料製造業と動植物油脂製造業は、すでに職長教育の対象です。
• 新聞業、出版業、製本業、印刷物加工業

　安衛法第 60条の規定で、事業者は、新たに職務につくこととなった職長その他の作業中の労働者を直接指導または監督する者に対し、安全
衛生教育（職長教育）を行わなければならないとされています。
　その対象業種に以下の業種が追加されます（製造業のうちの除外規定の改正）。
　施行は、令和 5年 4月 1日です。

発行所／ 一般社団法人 沖縄県労働基準協会
　　　　 〒900-0001 那覇市港町 2-5-23　TEL：098-868-2826　FAX：098-869-1714
発行人／ 会長  古波津 昇　定価／ 1 部 50 円（会員の購読料は会費の中に含む）

沖縄県労働基準協会だより

講習会のご案内講習会のご案内（令和 4 年 12 月分）（令和 4 年 12 月分）
各講習の日程表など詳細については、当協会ホームページにも掲載しております。

二次元バーコードからも
ご確認頂けます。

新規加入事業場のご紹介  （9月16日～10月15日）
協会支部名 事業場名 所　在　地

那 覇 支 部 株式会社安室養鶏場　首里石嶺店 那覇市首里石嶺町 1-132-5
株式会社安室養鶏場　首里平良店 那覇市首里平良町 1-66

中 部 支 部 福里内装 うるま市赤道 255-10 ー 203
※次の理事会にて承認予定
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